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A　欧　　文

A–a

 1. Iwanaga R, Ozawa H, Kawasaki C, Tsuchida R: Characteristics of the sensory-motor, verbal and cognitive abilities of preschool 
boys with attention deficit/ hyperactivity disorder combined type. Psychiatry Clin Neurosci 60（1）: 37-45, 2006（IF:1.132）＊○

 2. Matsukawa K, Komine H, Nakamoto T, Murata J: Central command blunts the sensitivity of the arterial baroreceptors-heart 
rate reflex at the onset of voluntary static exercise. Am J Physiol Heart Circ Physiol 290（1）: H200-208, 2006（IF:3.724）＊

 3. Shimizu K, Matsukawa K, Murata J, Tsuchimochi H, Ninomiya I: Partial renal ischemia elicits heterogeneous control of renal 
sympathetic nerve activity to ischemic and nonischemic regions of the kidney. Am J Physiol Regul Integr Comp Physiol 290（2）
: R322-330, 2006（IF:3.685） ＊

A-b

 1. Nakano J, Yoshimura T, Kamei S, Motomura M, Atushi S, Matsuo H, Shiraishi H, Tsujihata M, Eguchi K: Autoantibody 
against various type of laminin is detected in serum of patient with Polymyositis. Neuromuscul Disord 16（Suppl. 1）: S167, 
2006

 2. Yoshimura T, Nakano J, Fukuda T, Matsuo H, Kamei S, Sakakibara A, Motomura M, Shiraishi H, Tsujino A, Eguchi K, 
Tsujihata M: Morphological Study of Motor end-plate in laminin-indused myositis in rats. Neuromuscul Disord 16（Suppl. 1）: 
S169, 2006

 3. Murata J, Murata S: Modulation of finger skin blood flow during Braille character discrimination task. Int J Behav Med 13
（Suppl）: 149, 2006

 4. Murata S, Tsuda A, Murata J: The relationship of physical and cognitive factors with falls in the elderly disabled at home: one 
year follow-up study. Int J Behav Med 13（Suppl）:157, 2006

B　邦　　文

B-a

 1. 林田雅希，中根秀之，稲富宏之，小澤寛樹：統合失調症の認知障害研究の現状．Schizophrenia Frontier 7（4）: 8-16, 
2006

 2. 長　訓子，松坂哲應，柿田多佳子，岩永竜一郎，十枝はるか：長崎県における1歳6ヶ月検診での自閉症児スクリ
ーニング精度向上に向けた取り組み．長崎作業療法研究 3（1）: 8-12, 2006

 3. 浦谷絵美，松坂哲應，柿田多佳子，岩永竜一郎，十枝はるか：1歳6ヶ月検診での自閉症児スクリーニング精度向
上のための取り組みにおける検診スタッフへのアンケート結果．長崎作業療法研究 3（1）: 13-18, 2006

 4. 岩永竜一郎，川崎千里，十枝はるか，川上陽子：高機能自閉症とアスペルガー症候群の子どものWISC-Ⅲスコアの
特性．長崎作業療法研究 3（1）: 19-23, 2006

 5. 山西葉子，寺園直美，井上佳子，城戸あゆみ，岩永竜一郎，土田玲子： 学齢期軽度発達障害児スクリーニングのた
めの平衡機能検査の検討．長崎作業療法研究 3（1）: 24-29, 2006

 6. 井上佳子，城戸あゆみ，山西葉子，寺園直美，岩永竜一郎，土田玲子： 学齢児のための簡便なバランス検査の作成
についての研究．長崎作業療法研究 3（1）: 30-34, 2006

 7. 山本智一，生塩詞子，岩永竜一郎，一ノ瀬仁志，林田雅希，小澤寛樹：小児期の注意欠陥多動性障害が考えられた
薬物依存症者の精神鑑定例 .精神科 9（3）: 274-278, 2006

 8. 太田保之，荒木憲一，本田純久：雲仙・普賢岳噴火災害被災住民の長期経過後の精神的問題 .精神医学 48（3）: 
241-246, 2006

 9. 濱田芳人，太田保之，中根允文：長崎県の対馬島における統合失調症の疫学研究 .精神神経学雑誌 108（2）: 117-131, 
2006

 10. 友利幸之助，小林隆司，沖田　実，中野治郎，吉村俊朗：末梢神経圧挫後の脱神経筋に対する経皮的電気刺激が筋
萎縮と神経再生におよぼす影響 .作業療法 25（3）: 230-238, 2006

 11. 村田　伸，甲斐義浩，村田　潤：下肢荷重力と下肢筋力および坐位保持能力との関係．理学療法科学 21（2）: 
169-173, 2006

 12. 田平隆行，長尾哲男，東　登志夫，榊原　淳，大久保篤史：ペグ差し替え作業の動作分析－利き手交換の基礎的研
究－．長崎作業療法研究　3（1）: 3-7, 2006

 13. 小河原格也，田平隆行，東　登志夫，杉本幸子：アルミ箔を使用した簡易スイッチの紹介．長崎作業療法研究 3（1）
: 35-39, 2006

作業療法学専攻
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B-b

 1. 長尾哲男：公共交通のハードとソフト .作業療法ジャーナル 40（5）: 874-877, 2006
 2. 長尾哲男：機器・家屋改造領域におけるこの10年と今後 .作業療法ジャーナル 40（11）: 1185-1194, 2006
 3. 土田玲子，山田　孝，永井洋一，岩永竜一郎，太田篤志，加藤寿宏，日田勝子：日本版感覚統合検査の開発．感覚

統合障害研究 11（1）: 1-3, 2006
 4. 岩永竜一郎，山田　孝，土田玲子，太田篤志，加藤寿宏，日田勝子，永井洋一：日本版感覚統合検査　姿勢運動・

前庭－固有受容感覚系検査．感覚統合障害研究 11（1）: 5-10, 2006
 5. 太田篤志，山田　孝，土田玲子，岩永竜一郎，加藤寿宏，日田勝子，永井洋一：日本版感覚統合検査　体性感覚系

検査．感覚統合障害研究 11（1）: 11-19, 2006
 6. 加藤寿宏，山田　孝，土田玲子，岩永竜一郎，太田篤志，日田勝子，永井洋一：日本版感覚統合検査　行為機能検査．

感覚統合障害研究 11（1）: 21-28, 2006
 7. 日田勝子，山田　孝，土田玲子，岩永竜一郎，太田篤志，加藤寿宏，永井洋一：日本版感覚統合検査　視知覚系検査．

感覚統合障害研究 11（1）: 29-35, 2006
 8. 岩永竜一郎：最近の子どもの心の問題 .こころ育て 3: 6-17, 2006
 9. 岩永竜一郎：感覚統合療法の効果．アスペハート 13: 58-61, 2006
 10. 岩永竜一郎：コミュニケーションとしての体性感覚刺激の活用 .アスペハート 14: 66-68, 2006
 11. 岩永竜一郎：感覚過敏のある子どもへの働きかけ．アスペハート 12: 102-105, 2006
 12. 岩永竜一郎：アスペルガー症候群と感覚統合．現代のエスプリ 465: 116-123, 2006
 13. 東嶋美佐子：「食すること」の継続に対する作業療法士の役割．福岡県作業療法士ジャーナル 6（1）: 4-10, 2006
 14. 東嶋美佐子：摂食・嚥下障害の基礎知識とその障害評価および基本的治療．長野県作業療法士会学術誌 24（1）: 2-5, 

2006
 15. 一ノ瀬仁志，中根秀之，木下裕久，石崎裕香，室井千代，小澤寛樹，中根允文，三根真理子，太田保之：長崎原爆

被爆体験者の心身の健康に関する調査研究．長崎医学会雑誌 81（特別号）: 222-225, 2006
 16. 三根真理子，柴田義貞，横田賢一，濱田　茂，本田純久，近藤久義，太田保之：被爆者の証言の分析 －健康と被爆

の関係から－．長崎医学会雑誌 81（特別号）: 206-209, 2006
 17. 山川大介，三根真理子，太田保之，濱田　茂，本田純久，柴田義貞：長崎原爆被爆者における心的外傷後ストレス

障害とその要因．長崎医学会雑誌 81（特別号）: 210-212, 2006
 18. 本村政勝，白石裕一，吉村俊朗，辻畑光宏：抗MuSK抗体陽性重症筋無力症の病態機序 .神経内科 65（4）: 353-359, 

2006
 19. 若山吉弘，吉村俊朗，本村政勝 :抗MuSK抗体陽性重症筋無力症の筋とシナプスの病理 .神経内科 65（4）: 345-352, 

2006
 20. 本村政勝，白石裕一，吉村俊朗：Lambert-Eaton 筋無力症候群 .Clinical Neuroscience 24（1）: 79-82, 2006
 21. 本田裕之，中尾洋子，冨田逸郎，佐藤　聡，瀬戸牧子，辻畑光宏，吉村俊朗：多剤併用療法にて治療したハンセン

病の1例．神経治療学 23（3）: 275, 2006
 22. 片岡英樹，中野治郎，吉川紗智，渡部由香，坂本淳哉，沖田　実，吉村俊朗：熱刺激がラット廃用性筋萎縮の回復

過程に与える影響 .後肢懸垂モデルの再荷重時における組織病理学的変化から．理学療法学33（Suppl 2）: 354, 2006
 23. 中野治郎，片岡英樹，坂本淳哉，沖田　実，吉村俊朗：正常筋ならびに廃用性筋萎縮の回復過程に対する低出力レ

ーザーの影響．理学療法学33（Suppl.2）: 352, 2006
 24. 白石裕一，佐藤克也，辻野　彰，西浦義博，調　漸，中村龍文，吉村俊朗，江口勝美：シェーグレン症候群に伴う

中枢神経障害に対する本邦初のタクロリムス治療の試み．日本内科学会雑誌 95（Suppl）: 208, 2006
 25. 白石裕一，徳田昌紘，福島直美，江口博人，岩永　洋，佐藤克也，辻野　彰，西浦義博，本村政勝，調　漸，中村

龍文，吉村俊朗，木村亜紀子，三村　治，江口勝美：両外眼筋麻痺 ,左側頭筋萎縮を主徴としたchronic inflammatory 
myopathyの一例 .神経免疫学 14（1）: 110, 2006

 26. 中野治郎，吉村俊朗，亀井慎太郎，沖田　実，本村政勝，白石裕一，松尾秀徳，江口勝美：ラミニン免疫によって
生じたラット筋炎．神経免疫学14（1）: 91, 2006

 27. 本村政勝，白石裕一，江口博人，福島直美，佐藤克也，福田　卓，辻野　彰，西浦義博，調　漸，江口勝美，中野
治郎，吉村俊朗，福留孝泰，松尾秀徳，辻畑光宏：免疫性神経疾患と自己抗体　自己免疫性抗MuSK抗体陽性重症
筋無力症動物モデルの作製．神経免疫学 14（1）: 34, 2006

 28. 山崎二郎，辻野　彰，中桶了太，福島直美，江口博人，白石裕一，佐藤克也，西浦義博，本村政勝，調　漸，吉村
俊朗，江口勝美：ロキソプロフェンナトリウム（Loxonin）による薬剤誘発性髄膜炎が疑われた1例．臨床神経学46（1）
: 96, 2006

 29. 岡　さおり，木下郁夫，辻畑光宏，本村政勝，吉村俊朗：胸腺摘除術後約6年後に顕在化した重症筋無力症（MG）の
1例 .臨床神経学 46（1）: 94, 2006

 30. 溝田貴光，浜崎真二，後藤公文，福留隆泰，松尾秀徳，澁谷統壽，小鳥居　聡，近藤誉之，吉村俊朗：小腸穿孔を
来たしたChurg-Strauss症候群（CSS）の一例．臨床神経学 46（1）: 93, 2006

 31. 佐藤　卓，狩野太郎，菊池昭夫，小野寺淳一，本村政勝，吉村俊朗，福留隆泰：抗Ach-R抗体・抗MuSK抗体が陰
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性であった重症筋無力症の1例．臨床神経学46（1）: 87, 2006

B-c

 1. 岩永竜一郎，伊藤斉子：自閉症ないしアスペルガー症候群の子どもへの支援の事例．（内山　靖，小林　武，前田
眞治（編）：臨床判断学入門，協同医書出版社，東京，pp. 152-157 所収）2006

 2. 本村政勝，白石裕一，吉村俊朗，辻畑光宏：抗 MuSK 抗体陽性重症筋無力症患者の診断と治療．（柳澤信夫，篠原
幸人，岩田　誠，清水輝夫，寺本　明編）Annual Review 神経，中外医学社，東京，pp. 276-284 所収）2006

 3. 本村政勝，白石裕一，吉村俊朗 :重症筋無力症，イートンランバート症候群 .（北村　聖 総編集）臨床病態学，ヌーヴ
ェルヒロカワ，東京，pp. 177-184 所収）2006

B-d

 1. 本村政勝，白石裕一，江口勝美，吉村俊朗，辻畑光宏，Vincent A：本邦の抗 MuSK 抗体陽性重症筋無力症70症例
の臨床的検討 .厚生労働科学研究費補助金免疫性神経疾患に関する調査研究 .平成17年度総括・分担研究報告書，
129-130, 2006

 2. 本村政勝，白石裕一，福田　卓，江口勝美，中野治郎，吉村俊朗，福留隆泰，松尾秀徳，辻畑光宏：自己免疫性 
MuSK 抗体陽性重症筋無力症ラット作製の試み .厚生労働科学研究費補助金免疫性神経疾患に関する調査研究 ,平成
17年度総括・分担研究報告書，131-132, 2006

 3. 吉村俊朗，中野治郎 :カネミ油症検診者の末梢神経，筋の変化および・糖尿病の合併について．熱媒体の人体影響
とその治療法に関する研究，平成17年度厚生労働科学研究費補助金，平成17年度総括・分担研究報告書，58-62, 
2006

 4. 折口智樹，沖田　実，坂本淳哉，坂井孝行，中野治郎，吉村俊朗，川上　純，江口勝美：廃用性萎縮筋におけるタ
ンパク分解酵素発現の持続的他動運動による抑制．保健学研究 19（1）: 7-11, 2006

 5. 菊池泰樹，野間口謙太朗，西　晃央：混合正規モデルと潜在マルコフ正規モデルの推定値の分散．日本計算機統計
学会第21回記念大会論文集，47-50, 2006

 6. 松本光司，小田  孝，松下貴大，清水八須男，橋本順子，大山智保子，入江善充，片山伸子，木口冨士枝，宮崎麗子，
田中悟郎：地域住民の精神障害者に対する意識の変化を明らかにする．みんなの精神保健福祉25: 8-17, 2006

 7. 長崎県五島保健所，田中悟郎：精神障害者に対する地域住民の意識調査結果報告書，1-50, 2006
 8. 十枝はるか，仙石泰仁，舘　延忠，山田佳代子，岩永竜一郎：発達障害のリスク児をスクリーニングするための基

礎的研究．小児保健ながさき2: 69, 2006
 9. 十枝はるか，岩永竜一郎，西　綾子，宇都宮ミユキ，宮口英樹：集団生活において支援を必要としている幼児への

作業療法士介入の効果研究－ペアレント・トレーニングの試み－．第40回日本作業療法学会抄録，CD-ROM p. 155, 
2006

 10. 岩永竜一郎，松坂哲應，柿田多佳子，岩下和彦，十枝はるか：1歳6ヵ月健診での自閉症児スクリーニング精度改
善のための試み．第40回日本作業療法学会抄録集，CD-ROM p. 157, 2006

 11. 十枝はるか，緒方敏勝，林田美穂，土田玲子，村越雄二，岩永竜一郎：「高機能自閉症」と告知されたある中学生
への支援の試み．日本LD学会第15大会論文集， 370-371, 2006

 12. 十枝はるか，中川弘己，久家誠司，八田希代子，土田玲子，岩永竜一郎：自閉症児の触覚防衛反応に対する環境調
整による学級適応のための支援．第24回日本感覚統合学会研究大会，プログラム抄録集，p. 29, 2006

 13. 田平隆行，大久保篤史，小泉徹児，清水章宏，松坂誠應：高次脳機能障害者の追跡調査．高次脳機能障害者支援対
策検討事業・実態調査報告書，平成17年度高次脳機能障害者支援対策検討事業（長崎県福祉保健部），pp. 12-46, 
2006
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原著論文数一覧

A–a A–b A–c A–d 合計 SCI B–a B–b B–c B–d 合計 総計
2006 3 4 0 0 7 3 13 31 3 13 60 67

学会発表数一覧

A–a
A–b

合計 B–a
B–b

合計 総計
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会

2006 0 2 7 9 0 6 44 50 59

原著論文総数に係る教員生産係数一覧

欧文論文総数
論文総数

教員生産係数
（欧文論文）

SCI掲載論文数
欧文論文総数 

教員生産係数
（SCI掲載論文）

2006 0.104 0.636 0.429 0.273

Impact factor値一覧

Impact factor 教員当たり Impact factor 論文当たり Impact factor

2006 8.541 0.776 2.847


